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レシピエント細胞の残存がないにも関わらず汎血球減少が進行するドナー型晩期生着不全（late 

graft failure: LGF）は、同種造血幹細胞移植後の重大な合併症の一つである。その病態には移植片対

宿主病など様々な要因が関与し、原因の特定や再移植以外での造血回復は一般に困難である。例外的

に治療可能な病態としてドナー造血に起こった自己免疫性造血不全（ immune-mediated 

hematopoietic failure：AIHF）がある。これは免疫病態マーカーの同定により診断可能な再生不良性

貧血様の造血不全である。末梢血中に GPI アンカー膜蛋白が欠失した paroxysmal nocturnal 

hemoglobinuria（PNH）型血球や HLA クラス I アレル欠失血球（HLA class I allele-lacking 

leukocytes: HLA-LLs）を認める再生不良性貧血症例では免疫抑制療法の奏効率が非常に高いことか

ら、これらは造血不全における免疫病態マーカーと考えられている。我々は、移植後ドナー型 LGF

発症時の末梢血中にドナー由来の PNH型血球が増加しその後抗胸腺細胞グロブリン（ATG）で造血

が回復したAIHF症例を世界で初めて報告したが、そのようなAIHFの頻度や特徴はよく分かってい

ない。そこで 14例のドナー型 LGF症例におけるAIHFの発症頻度や免疫抑制療法に対する反応を調

べた。得られた結果は以下のように要約される。 

1. 明らかな移植片対宿主病などの関与の無いドナー型LGF症例 14例において 7例（50%）にPNH

型血球またはHLA-LLsが検出された。 

2. レシピエント T細胞が残存する LGFの 3例ではこれらのマーカーは検出されなかった。 

3. PNH型血球陽性の 3例がATGで治療され、そのうち 2例では造血が回復した。 

4. HLA-LLsが陽性であった 1例はタクロリムスの継続により造血が回復し、HLA-LLsはその後消

失した。 

 

今回の検討からドナー型 LGF において AIHFが高率に存在することが明らかになった。これらの

症例は再移植ではなく免疫抑制療法のみで治癒が得られる可能性があるため、免疫病態マーカーであ

る PNH型血球やHLA-LLsの有無を検索することが極めて重要である。 

本研究はドナー型 LGFにおける AIHFの実態を初めて明らかにしたものであることから学位に値

すると判断された。 


